様式A-①
居住支援協議会伴走支援プロジェクト ①都道府県・市区町村協働部門

	[bookmark: _Hlk198559043]都道府県または都道府県居住支援協議会の基本情報

	応募主体
	

	連絡先
	担当者名
	

	
	部署名・役職
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	プロジェクト推進課が
所管する業務　
（優先度が高い順に
上位３つまで記入）
	優先度順①
	

	
	優先度順②
	

	
	優先度順③
	



	市区町村の基本情報

	応募主体
	

	連絡先
	担当者名
	

	
	部署名・役職
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	プロジェクト推進課が
所管する業務
（優先度が高い順に
上位３つまで記入）
	優先度順①
	

	
	優先度順②
	

	
	優先度順③
	




【Ⅰ．市町村記入欄】
1. 地域の現状と課題
あなたのまちで「これは居住支援の課題だ」と実感した出来事や気づきをご記入ください。また、特に多い住宅確保要配慮者の属性や賃貸住宅市場の事情等、あなたの地域の特徴があればご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp42、基礎情報把握シート】
（居住支援の課題を実感した出来事）



（あなたの地域の特徴）








2. 本プロジェクトへの応募を決めた背景と、庁内の合意状況についてご記入ください。
「応募に至ったきっかけや経緯」及び本プロジェクトへの参加について「庁内で共有・調整している状況」があればご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp32～33】
（応募に至ったきっかけ・経緯）





（庁内での共有・調整状況）













3. 関係機関とのこれまでの連携と今後について
今まで一緒に考えたり動いたりしてきた関係機関・団体があればご記入ください。また、今後「連携してみたい」「巻き込みたい」と思っている関係機関・団体もあれば、理由とあわせてご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp34、44、基礎情報把握シート】
（これまでに連携してきた関係機関・団体）



（これから連携したい関係機関・団体）










4. 連携がうまくいかなかった経験について
これまで、庁内関係課や関係機関・団体と連携しようとしたものの、うまく進まなかったことがあればご記入ください。今振り返って「何が足りなかったか」「今だったらどうするか」と思うことがあれば、あわせてご記入ください。
（連携がうまく進まなかった経験）





（何が足りなかったか・今だったらどうするか）













5. 令和7年度末に達成したい目標
関係機関・団体との関係や体制づくりがどのような状態になっていることを目指していますか？現時点で考えているイメージをできる限り具体的にご記入ください。（今年度中に目指す姿）







[bookmark: _Hlk198559124]6. 中長期的に達成したいこと
居住支援協議会を設立した後に取組みたいことや、政策として反映したいことについて、5年後・10年後を見据えてご記入ください。（中長期的に達成したい目標）







7. 市町村の取組みスケジュール（案）
本プロジェクトを通して取り組みたい内容について、具体的にご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp30～39】
	フェーズ
	時期
	取組み内容
	目的・狙い
	連携する関係機関・団体

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



8. 上記7の項目を実施する上でわからないことや、国（国土交通省・厚生労働省等）や都道府県、有識者から受けたい助言や支援についてご記入ください。






【Ⅱ．都道府県記入欄】
1. 現場の実情と今後の関係づくり
県内の相談支援機関や居住支援法人や不動産事業者など、現場の実態を把握するためにこれまで取り組んできたことをご記入ください。その結果、見えてきた現場の実情や声があれば具体的にご記入ください。
（実態把握の取組み）



（現場の実情や声）









2. これまでの取組みと、うまくいかなかった経験について
これまで協議会の立ち上げや支援について取り組んできたことをご記入ください。その際、県庁内や市町村、関係団体との連携がうまくいかなかった経験があればその時の状況や、今思えば何が難しかったのか、そこから得た学びや今後に活かしたいことがあれば、あわせてご記入ください。（これまでの取組み）



（うまくいかなかった経験）




（経験から得た学び・今後に活かしたいこと）














3. 県内の参考取組みや既存連携
県内でこれまでに行ってきた取組や、「この連携はうまくいった」と感じた事例があればご記入ください。他の市町村への展開の参考になりそうな事例や、得られた知見も含めてご記入ください。（県内の参考取組み）

（得られた知見）






[bookmark: _Hlk197598285]4. 令和7年度末に達成したい目標
今後、県下の市区町村に居住支援を広げるために、県としてどのような支援の形や体制をつくっていきたいですか？市区町村や関係機関との関係の中で、どのような変化が生まれると良いかできる限り具体的にご記入ください。（今年度中に目指す姿）









5. 中長期的に達成したい目標
都道府県や都道府県居住支援協議会はどのような役割を果たしていきたいですか。5年後・10年後を見据えて、ご記入ください。（中長期的に達成したい目標）













[bookmark: _Hlk197598351]6. 応募市町村との関係と応募に至る経緯
今回応募する市区町村と連携することになったきっかけや、協議してきた経緯について時系列でご記入ください。また、最初はどんな様子だったか、前向きに取り組むきっかけとなった場面や印象に残っているやりとりがあれば、ご記入ください。
	時期（年・月）
	内容

	
	

	
	

	
	

	
	


（応募市区町村の変化・印象に残っているやりとり）






[bookmark: _Hlk197598463]7. 令和7年度の都道府県の取組スケジュール
応募市町村と連携する上で、都道府県が取組むことと担う役割を具体的にご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp56～62】
	時期
	取組み内容・役割
	目的・狙い
	連携する関係機関・団体

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



8. 上記7の項目を実施する上でわからないことや、国（国土交通省・厚生労働省等）や有識者から受けたい助言や支援についてご記入ください。


2

